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1.	
 本研究の背景と目的 

	
 人口減少、高齢化が進む多くの地方都市で公共交

通のあり方が検討されている。住民の生活交通の足

を確保しながら、いかにして運行経費を削減するか

が課題となっており、その対策としてデマンドバス

や乗合タクシーといった、いわゆるデマンド交通の

導入や社会実験が進められている。しかし、少ない

需要がゆえに、そもそも運行便数が少なく、住民の

要望として便数を増やしてほしいというニーズがあ

っても、運行経費がかかり、実現は難しい。また、

一方公共交通を通してどのようにまちを活性化させ

るかも問われている。 

	
 このような中、本研究は近年まちづくりにおいて

全国で注目されている「コミュニティカフェ」に着

目し、住民の交流の拠点となるコミュニティカフェ

が公共交通において果たす機能を明らかにすること

を目的とする。 

 

2.  コミュニティカフェの概要 

地域住民が運営する喫茶店で、近年全国各地で増

えており、まちづくりの拠点として注目されている。

「地域のお茶の間」として、飲食するだけでなく、

住民が集まってお茶を飲みながらお話をしたり、サ

ークルの発表の場になったり、色々なイベントを催

すことで、普段接点のない世代や人々と交流をする

場にもなっている。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

3.  直交多属性効用関数の適用 

（1）直交多属性効用関数の概要 

	
 本研究では、バスサービスの満足度を定量的に分 

析するために、コミュニティカフェを要因の 1つと 

して直交多属性効用関数を用いる。直交多属性効用 

関数は直交表を援用することにより多属性効用関数 

を同定する手順のいくつかを代替するものである。 

また、直交表を用いることにより評価要因として考 

えられる因子と、因子相互の相互作用を割りつける 

ことが可能であり、分散分析を行うことによって相 

互作用の影響を統計的に検証することが可能となる。 

多属性効用関数構築に必要なパラメータである、

リスク選好度 によってリスクに対する態度が把握

でき、尺度構成係数 によって要因間のウエイトが

把握できる。基本形である加法型の多属性効用関数

は(1)、(2)式のように定式化される。 
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(2)評価要因・水準の設定 

本研究では中心市街地でのコミュニティカフェを

評価するため、バスの利用者が中心市街地で用を足

した後、帰りのバスを利用する際のサービスレベル

を評価することとした。評価要因、水準に関しては

表 1の通りとする。またコミュニティカフェはバス

停の充実度の最良水準と位置付けた。最良水準と最

悪水準は L8 直交表で割りつけて、その組み合わせ

を評価してもらい、中位水準は関数型を定めるため

に尋ねるものである。 

 

 

要因/水準 最良水準 中位水準 最悪水準 

バス停の 

充実度 

コミュニティ

カフェ 

屋根付きの

待合室 

看板のみの

バス停 

待ち時間 ３０分 １時間 ２時間 

運 賃 １００円 ２００円 ３００円 

距 離 ３０ｍ ３００ｍ ５００ｍ 

表 1 要因と水準	
 

図 1 コミュニティカフェの様子	
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(3) 

4.  厚真町でのバス満足度に関する意識調査 

本研究ではケーススタディとして北海道厚真町を

対象として意識調査を行った。平成 21年 12月 2日

に厚真町全域で 621世帯に投函配布し、郵送回収方

式で 296票回収した。また、高齢者の回答を確保す

るために、老人クラブの会合で直接配布、回収方式

で 54票回収し、計 350票となった。 

 

5． 直交多属性効用関数の構築	
 

（1）分散分析 

要因の有用性を検証するために、分散分析を全て

の回答者と、主な利用者である 60歳以上の高齢者に

分類して行った。全ての年代を通して、バスの待合

室の充実度に関して寄与率が非常に高かったが、要

因が有意になったものとして、実際のバス利用の

77%を占める 60歳以上を用いることとする。関数型

は主効果寄与率より加法型となった(表 2～表 3)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)効用関数の構築 

	
 住民のバスサービスの満足度は分析で得られた結

果より(3)式の効用関数で表される。 

 

 

  

(3)式を用いて、運賃が現状の 200円で、待ち時間と

待合室の関係を示したものが図 2である。	
 

図 2 に示す通り、現状の屋根つきのバス停で 30

分待つ場合の効用値は 0.648 だが、コミュニティカ

フェで 120分待つ場合の効用値 0.728の方が高い。

つまり待ち時間が長いというバスサービスのレベル

の低さをコミュニティカフェが補うことができると

考えられる。 

	
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

	
 また、(3)式を用いて、現在厚真町で運行している

5 つのバス路線について、時刻表より待ち時間を入

力し、運賃と待合室のレベルによって効用値を算出

した。ここで現状の待合室は屋根つきの待合室であ

る	
 (表 4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4よりバス停の待合室をコミュニティカフェに

すると満足度は大きく向上する。また待合室が現状

の場合で運賃が上がると、効用値は大きく下がるが、

カフェができた場合、効用値は下がっても 0.6 程度

は保っており、利用者にとってコミュニティカフェ

があれば運賃の値上げも議論の余地があるレベルだ

と考える。 

 

6.	
 おわりに 

	
 本研究では、コミュニティカフェがバスサービス

レベルの低さを補う役割をもつことが明らかになっ

た。ただ待合室をきれいに整備するだけではなく、

交流の拠点としてはじめて、この役割を果たすこと

ができる。またコミュニティカフェは、地域の人々

の交流の拠点であり、高齢者がコミュニティカフェ

に行くことを目的として外出機会が増えることや、

バスを利用しない大多数の人々にとっても交流の拠

点として利用することでまちづくりにも大きく貢献

することが期待される。 

表 2  分散分析表(回答者全体) ＊:5%有意	
 

表 3  分散分析表(回答者 60歳以上)＊:5%有意	
 

図 2 待ち時間-効用曲線（運賃 200円） 

 

表 4    運行路線別効用値一覧 

ェ 

ニティカフェ 

 

X1:バス停属性値	
 X2:待ち時間の属性値	
 X3:運賃の属性値	
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